
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

新学期を迎えて 
 

校長 石井 正広 

明けましておめでとうございます。清々しい新年

をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

「２０２０」は東京オリピック・パラリンピック

が開催される年です。では、「３０８９」は何の数字

でしょう。イチロー選手が大リーグで打ったヒット

の数です。日本で１２７８本のヒット打っているの

で、合計４３６７本は世界で１番の記録になります。 

イチロー選手は、毎年１年の終わりに少年野球大

会を開いてきました。その中で、このようなことを

野球少年に話しています。 

「私も大リーグで３０８９本ものヒットが打てる

とは思っていませんでした。私たちは人の２倍、３

倍もがんばることはできません。自分の限界をもう

少しだけがんばることを重ねてほしい。それを続け

ることで、将来、思ってもみなかった選手になるこ

とができます。」 

２学期には、オリンピアンをはじめとする様々な

トップアスリートに来ていただきましたが、共通し

ていることは、目標を明確にもち、大きな目標実現

のために小さな目標を達成することを地道に続けて

いることでした。子供たちには、新しい元号にかわ

る年にふさわしい目標、自分の限界を少しだけ超え

ることのできる目標を立ててほしいと願っていま

す。 

さて、今年の干支は亥です。動物で表すと猪にな

ります。亥は十二支で言うと一番最後。たわわに実

った果実が種子となり、エネルギーを蓄えて次の世

代に向かう準備をする年です。また、猪は猪突猛進

な性質から勇気と冒険の象徴ともされています。 

３学期も、何事にも意欲的に取り組み、実り多き

１年になるよう子供たちを支援していきます。今学

期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

平成３１年１月８日                          No.１３０ 

 

 

 

新宿区立四谷小学校                           学校だより 

席書会 

担当 

四谷小学校では、新年明けて全校で硬筆、毛筆の書

き初めに取り組んでおり、この行事を「席書会(せき

がきかい)」と呼んでいます。 

席書会とは日本に昔から伝わる年中行事で、江戸時

代に手習い師匠が年に２回、弟子やその他の人たちを

集めて開いた書道展覧会を起源にしています。 

今年は、１月９日（水）、１１日（金）にこの席書

会を行います。低学年は各教室、中・高学年は体育館

で、学年ごとに一斉に行います。当日は息づかいまで

聞こえてくる程の凜とした雰囲気の中、どの子も集中

して書き初めに取り組みます。 

以下に示すのが各学年で取り組む内容です。学校で

は２学期末から授業でも取り組んでいます。 

○１、２年→硬筆書き初め 

○３年→「お正月」 

○４年→「元気な子」 

○５年→「希望の朝」 

○６年→「夢の実現」 

書に親しむ機会の少ない現代ですが、年の初めに、

新年を迎えた清々しい気持ちで筆を運ぶのもいいも

のです。「字は人を表す」と言います。普段から読み

やすい、丁寧な文字を書いてほしいと思っています。 

 

※子供たちが書き上げた作品は、１月１９日（土）か

ら２５日（金）まで各教室の廊下に掲示します。来校

の際にはぜひご覧ください。            

「愛のハガキ運動～書き損じハガキ等収集運動～」 

ボランティア協会愛のハガキ事務局では、書き損じハガキや未使用切手を収集し、点字指導訓練や点字

図書館業務、障がい者スポーツ大会開催等の活動の財源としてます。四谷小でも協力しています。直接ボ

ランティアはできなくても、間接的に社会に貢献できることを感じてくれればうれしいです。年賀状等の

書き損じハガキがありましたら、ご協力をよろしくお願いします。 

◆期間：平成３１年１月８日から３１日（木）まで ◆方法：校長室外の回収箱にて回収 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四谷小学校の外国語活動 

外国語担当 

小学校の外国語活動の目標は、音声を中心として

英語に親しみ、体験的に学習することで、コミュニ

ーションの能力の素地を養うことです。 

本校では、1・2年生は年間 10時間、3・4年生は

テキストを使いながら年間 35 時間、5・6 年生は年

間 55 時間（内 20時間は帯タイムでの学習）の外国

語活動を行っています。 

授業では、目標にあるように体験的に学習できる

歌やゲームを発達段階に合わせて多く取り入れ、ま

たほとんどの時間にＡＬＴを配置し、英語の発音に

も普段から親しめるように指導しています。日本語

とは異なる音声や表現に慣れ親しみ、子供たちの外

国語への興味・関心・意欲を高めていけるように指

導していきたいと思います。 

また、ALT との外国語活動を通じた交流は、子供

たちが外国の文化に直に触れる貴重な機会でもあり、

子供たちの豊かな心を育むことにもつながっていく

と感じています。 

 
 

 

確かな成長 

４年２組担任  

２学期は運動会などの行事がありましたが、

その度に学年の子供たちの大きな成長を感じま

した。 

運動会は、一人だけで取り組むのではなく、

学級や学年の児童みんなで協力することが大切

です。運動会では、「ここはもっと楽しそうに動

くといいよ。」や「あそこは、もっと手を高く上

げるときれいに見える。」と、互いに高めあう発

言が多く聞こえてきました。 

１２月には、総合的な学習の時間で、「小型家

電リサイクル～カモン☆２０２０メダルプロジ

ェクト」に取り組みました。東京オリンピック

でメダルを用意できるように、子供たちは、「自

分たちでプロジェクトに参加して、小型家電を

集めよう」と目標を見い出し、それに向けて取

り組み始めました。自分たちで考えて、全校昼

会での発表や回収する活動を行いました。“自分

たちで考えて”、この姿勢こそが確かな成長で

す。これからの活動と成長に期待が膨らむばか

りです。 

    

 

保健室より 

主任養護教諭  

給食前の手洗いの様子を見に行くと、「きれ

いに洗っているよ。胃腸炎になりたくないも

ん！」「トイレの後、洗っていない子がいたか

ら教えてあげたよ。」「あったかいお湯が出れば

いいのにね。」と子供たちから声が掛かります。 

 保健給食委員が少なくなった石けんの補給

をしていますが、冬は石けんの減り方が少な

く、「外から帰ってきて、洗っていない子もい

るよ。」「水洗いだけで、服で拭いている子もい

る。」などの声も挙がり、委員会活動でも改善

策を考えています。 

 石けんを使った手洗いは自分の体を病気か

ら守る、最もシンプルな方法のひとつです。手

を水でぬらすだけではなく、石けんを使って洗

い残しがないように、丁寧に洗うことが大切で

す。きれいになった手を拭くハンカチも必要で

す。 

 インフルエンザや感染性胃腸炎の流行期で

す。みんなで、かからない、うつさないを心が

け、寒い冬を元気に過ごしましょう。 

    

                

 


